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〔
規

則
〕

〇
少
年
警
察
活
動
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
（
国
家
公
安
委
二
〇
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
二

条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
の
振
興

の
基
盤
と
な
る
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事

業
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
内
閣
府
一
一
八
）

〇
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成

方
法
に
関
す
る
規
則
に
規
定
す
る
金
融
庁

長
官
が
定
め
る
企
業
会
計
の
基
準
を
指
定

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
七
一
）

〇
令
和
九
年
産
の
茶
に
適
用
す
る
単
位
当
た

り
共
済
金
額
の
範
囲
を
定
め
る
件

（
農
林
水
産
一
四
九
一
）

〇
障
害
者
が
生
産
行
程
に
携
わ
っ
た
食
品
及

び
観
賞
用
の
植
物
の
日
本
農
林
規
格
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
四
九
二
）

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
の
廃
止
に
関
す
る

公
示
（
国
土
交
通
省
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
青
森
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
一
、
山
梨
同

二
、
高
知
同
一
、
長
崎
同
一
、
大
分
同
一
）

基
本
測
量
関
係
事
項
公
告
（
国
土
交
通
省
）

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
省
告
示
配
一
四
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
会
社
更
生
、
再
生
、
所
有
者

不
明
関
係

会
社
そ
の
他

〇
障
害
者
が
生
産
行
程
に
携
わ
っ
た
食
品
及

び
観
賞
用
の
植
物
の
生
産
行
程
に
つ
い
て

の
検
査
方
法
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
四
九
四
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る

小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る

法
律
第
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
の
規
定
に
基
づ
き
、
対
象
特
別
要
人
所

在
施
設
等
を
指
定
す
る
件
（
警
察
庁
六
）

〇
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
の
附
属
書
Ａ
の

改
正
に
関
す
る
件
（
外
務
二
九
六
）

〇
出
願
公
表
後
に
品
種
登
録
出
願
を
取
り
下

げ
た
件
（
農
林
水
産
一
四
九
五
）

〇
出
願
公
表
後
に
品
種
登
録
出
願
が
拒
絶
さ

れ
た
件
（
同
一
四
九
六
）

〇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
五
項
第

四
号
の
災
害
及
び
地
域
を
指
定
す
る
件

（
経
済
産
業
一
二
二
）

〇
建
設
業
法
に
基
づ
く
登
録
監
理
技
術
者
講

習
実
施
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出

が
あ
っ
た
件
（
国
土
交
通
一
一
七
二
）

〇
障
害
者
が
生
産
行
程
に
携
わ
っ
た
食
品
及

び
観
賞
用
の
植
物
に
つ
い
て
の
生
産
行
程

管
理
者
の
認
証
の
技
術
的
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
一
四
九
三
）

〇
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財

政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八

年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
係
る
同
条
第

一
項
の
市
町
村
の
区
域
を
定
め
る
件

（
同
一
一
七
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
六
四
〜
六
六
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣





規

則

少
年
警
察
活
動
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

少
年
警
察
活
動
規
則
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
要
保
護
少
年
に
つ
い
て
の
活
動
）

（
要
保
護
少
年
に
つ
い
て
の
活
動
）

第
三
十
八
条

要
保
護
少
年
に
つ
い
て
は
、
児
童
福

祉
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
児
童
相

談
所
へ
の
通
告
、
同
法
第
三
十
三
条
第
二
十
一
項

又
は
第
二
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
て

行
う
一
時
保
護
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
保
護
の

た
め
の
措
置
の
適
切
な
実
施
の
た
め
、
本
人
又
は

そ
の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
、
学
校
そ
の
他
の
関

係
機
関
へ
の
連
絡
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
執
る

も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条

要
保
護
少
年
に
つ
い
て
は
、
児
童
福

祉
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
児
童
相

談
所
へ
の
通
告
、
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
て
行
う
一
時

保
護
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
保
護
の
た
め
の
措

置
の
適
切
な
実
施
の
た
め
、
本
人
又
は
そ
の
保
護

者
に
対
す
る
助
言
、
学
校
そ
の
他
の
関
係
機
関
へ

の
連
絡
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
執
る
も
の
と
す

る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
に
つ
い

て
の
活
動
）

（
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
に
つ
い

て
の
活
動
）

第
三
十
九
条

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児

童
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
児
童
相
談
所

へ
の
通
告
又
は
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
第
二
十

一
項
若
し
く
は
第
二
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託

を
受
け
て
行
う
一
時
保
護
の
適
切
な
実
施
の
た

め
、
本
人
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
、
学

校
そ
の
他
の
関
係
機
関
へ
の
連
絡
そ
の
他
の
必
要

な
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児

童
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
児
童
相
談
所

へ
の
通
告
又
は
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
て

行
う
一
時
保
護
の
適
切
な
実
施
の
た
め
、
本
人
又

は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
、
学
校
そ
の
他
の

関
係
機
関
へ
の
連
絡
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
執

る
も
の
と
す
る
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
二
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
項
を
削
り
、
改

正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
項
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
指
定
国
際
会
計
基
準
）

（
指
定
国
際
会
計
基
準
）

第
三
条

指
定
国
際
会
計
基
準
（
規
則
第
三
百
十
二

条
に
規
定
す
る
指
定
国
際
会
計
基
準
を
い
う
。）

は
、
国
際
会
計
基
準
で
あ
っ
て
、
令
和
八
年
六
月

三
十
日
ま
で
に
国
際
会
計
基
準
審
議
会
の
名
に
お

い
て
公
表
が
行
わ
れ
た
別
表
二
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

第
三
条

指
定
国
際
会
計
基
準
（
規
則
第
三
百
十
二

条
に
規
定
す
る
指
定
国
際
会
計
基
準
を
い
う
。）

は
、
国
際
会
計
基
準
で
あ
っ
て
、
令
和
七
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
国
際
会
計
基
準
審
議
会
の
名

に
お
い
て
公
表
が
行
わ
れ
た
別
表
二
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

別
表
二
（
第
三
条
関
係
）

別
表
二
（
第
三
条
関
係
）

号
数

表
題

号
数

表
題

［
略
］

［
同
左
］

［
項
を
削
る
。］

国
際
財
務
報
告









基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ









Ｓ
）
第
14号








規
制
繰
延
勘
定
（
R
eg
u
‑

la
to
ry
D
eferra

l
A
c‑

co
u
n
ts ）

［
略
］

［
同
左
］

国
際
財
務
報
告

基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
）
第
19号

［
略
］

［
同
左
］

［
同
左
］

令和年月日 火曜日 第号官 報

〇
内
閣
府
告
示
第
百
十
八
号

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十

四
年
内
閣
府
告
示
第
四
十
六
号
（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
の
振
興

の
基
盤
と
な
る
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

別
表
中
「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
改
め
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
七
十
一
号

連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
）
第
三
百

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官

が
定
め
る
企
業
会
計
の
基
準
を
指
定
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
金
融
庁
告
示
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号

警
察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
少
年
警
察
活
動
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

梨

康
弘





国
際
財
務
報
告









基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ









Ｓ
）
第
20号








規
制
資
産
及
び
規
制
負
債

（
R
eg
u
la
to
ry
A
ssets

a
n
d
R
eg
u
la
to
ry
L
ia
‑

b
ilities ）

［
項
を
加
え
る
。］

［
略
］

［
同
左
］

［
略
］

［
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令
和
九
年
産
の
茶
に
係
る
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
共
済
金
額
の
範
囲
と
し
て
農
業
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
二
以
上
の
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
及
び
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
地
域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

農
業
保
険
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百

八
十
五
号
）
第
百
五

十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
農
林
水
産

大
臣
が
定
め
た
区
分

地

域

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
共
済
金
額
の
範
囲

一
類
及
び
七
類
（
防

霜
施
設
を
用
い
て
露

地
栽
培
す
る
在
来
種

の
茶
に
限
る
。）

埼
玉
県
及
び
静
岡
県

の
区
域

一
四
〇
円

一
三
〇
円

一
一
〇
円

一
〇
〇
円

八
〇
円

京
都
府
の
区
域

六
八
〇
円

六
一
〇
円

五
四
〇
円

四
八
〇
円

四
一
〇
円

二
類
及
び
七
類
（
防

霜
施
設
を
用
い
て
露

地
栽
培
す
る
在
来
種

以
外
の
品
種
の
茶
に

限
る
。）

埼
玉
県
の
区
域

四
〇
〇
円

三
六
〇
円

三
二
〇
円

二
八
〇
円

二
四
〇
円

静
岡
県
の
区
域

二
〇
〇
円

一
八
〇
円

一
六
〇
円

一
四
〇
円

一
二
〇
円

京
都
府
の
区
域

八
八
〇
円

七
九
〇
円

七
〇
〇
円

六
二
〇
円

五
三
〇
円

三
類
及
び
七
類
（
防

霜
施
設
を
用
い
ず
露

地
栽
培
す
る
在
来
種

の
茶
に
限
る
。）

埼
玉
県
及
び
静
岡
県

の
区
域

一
四
〇
円

一
三
〇
円

一
一
〇
円

一
〇
〇
円

八
〇
円

京
都
府
の
区
域

五
六
〇
円

五
〇
〇
円

四
五
〇
円

三
九
〇
円

三
四
〇
円

四
類
及
び
七
類
（
防

霜
施
設
を
用
い
ず
露

地
栽
培
す
る
在
来
種

以
外
の
品
種
の
茶
に

限
る
。）

埼
玉
県
の
区
域

四
〇
〇
円

三
六
〇
円

三
二
〇
円

二
八
〇
円

二
四
〇
円

静
岡
県
の
区
域

二
〇
〇
円

一
八
〇
円

一
六
〇
円

一
四
〇
円

一
二
〇
円

京
都
府
の
区
域

七
一
〇
円

六
四
〇
円

五
七
〇
円

五
〇
〇
円

四
三
〇
円

五
類
及
び
七
類
（
被

覆
栽
培
す
る
在
来
種

の
茶
に
限
る
。）

埼
玉
県
及
び
静
岡
県

の
区
域

六
二
〇
円

五
六
〇
円

五
〇
〇
円

四
三
〇
円

三
七
〇
円

京
都
府
の
区
域

七
八
〇
円

七
〇
〇
円

六
二
〇
円

五
五
〇
円

四
七
〇
円

六
類
及
び
七
類
（
被

覆
栽
培
す
る
在
来
種

以
外
の
品
種
の
茶
に

限
る
。）

埼
玉
県
の
区
域

七
七
〇
円

六
九
〇
円

六
二
〇
円

五
四
〇
円

四
六
〇
円

静
岡
県
の
区
域

八
八
〇
円

七
九
〇
円

七
〇
〇
円

六
二
〇
円

五
三
〇
円

京
都
府
の
区
域

一
、
〇
〇
〇
円

九
〇
〇
円

八
〇
〇
円

七
〇
〇
円

六
〇

〇
円

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

ホ
テ
ル
青
森

期
間

令
和
八
年
十
月
十
日
か
ら
同
月
十
一
日
ま
で

対
象
特
別
要
人
所
在

施
設
の
所
在
地

青
森
県
青
森
市

堤
町
一
丁
目
一
番
二
十
三
号

対
象
特
別
要
人
所
在

施
設
の
敷
地

青
森
県
青
森
市

堤
町
一
丁
目
一
番
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

対
象
特
別
要
人
所
在

施
設
に
係
る
対
象
施

設
周
辺
地
域

青
森
県
青
森
市

青
柳
一
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）及
び
二
丁
目
、

勝
田
一
丁
目
及
び
二
丁
目
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に

限
る
。）、
栄
町
一
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
新

町
二
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
茶
屋
町
（
次
の

図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
中
央
一
丁
目
並
び
に
二
丁
目
及
び

三
丁
目
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
堤
町
一

丁
目
及
び
二
丁
目
、
長
島
一
丁
目
及
び
二
丁
目
（
い
ず
れ
も
次
の

図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
橋
本
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、

花
園
一
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
本
町
一
丁
目

か
ら
五
丁
目
ま
で
、
松
原
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
港
町
一
丁
目
及

び
二
丁
目
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）並
び
に

安
方
二
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

そ

の

他

告

示

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
一
号

農
業
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
九
年
農
林
水
産
省
令
第
六
十
三
号
）第
百
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
九
年
産
の
茶
に
係
る
同
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
二
以
上
の
金
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
二
号

日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
が
生
産
行
程
に
携
わ
っ
た
食
品
及
び
観
賞
用
の
植
物
の
日
本
農
林
規
格
（
平
成

三
十
一
年
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
四
号
）（
Ｊ
Ａ
Ｓ

〇
〇
一
〇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
同
法
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
し
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
三
号

日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
四
年
財
務
省
・
農
林
水
産
省
令
第
三
号
）
第
二
十
五
条
（
同
令

第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
が
生
産
行
程
に
携
わ
っ
た
食
品
及
び
観

賞
用
の
植
物
に
つ
い
て
の
生
産
行
程
管
理
者
の
認
証
の
技
術
的
基
準
（
平
成
三
十
一
年
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十

九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
四
号

日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
四
年
財
務
省
・
農
林
水
産
省
令
第
三
号
）
第
二
十
三
条
（
同
令

第
六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
が
生
産
行
程
に
携
わ
っ
た
食
品
及
び
観
賞

用
の
植
物
の
生
産
行
程
に
つ
い
て
の
検
査
方
法
（
平
成
三
十
一
年
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。）

〇
警
察
庁
告
示
第
六
号

重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

九
号
）
第
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
及
び
当
該
対
象
特
別
要

人
所
在
施
設
の
敷
地
並
び
に
当
該
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

警
察
庁
長
官

楠

芳
伸





一
に
掲
げ
る
点
と

二
に
掲
げ
る
点
と

を
結
ん
だ
線
及
び

こ
れ
ら
の
点
を
結

ぶ
海
岸
線
に
よ
り

囲
ま
れ
た
海
域

一

北
緯
四
十
度
五
十
分
四
・
〇
六
秒
、
東
経
百
四
十
度
四
十
五

分
三
十
三
・
七
〇
秒
の
点

二

北
緯
四
十
度
四
十
九
分
五
十
六
・
一
〇
秒
、
東
経
百
四
十
度

四
十
四
分
五
十
四
・
八
九
秒
の
点

備
考一

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
警
察
庁
及
び
青
森
県
警
察
本
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
公
表
す
る
。

二

側
端
の
一
方
の
み
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下
欄
に
掲

げ
る
区
域
に
含
ま
れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い
道

路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
当
該
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の

区
間
に
接
す
る
交
差
点
は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

三

側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下

欄
に
掲
げ
る
区
域
に
接
す
る
水
面
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）の
区
間
は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域

に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

１

「
第
一
部

第
四
条
１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
製
品
」
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
部

第
四
条
１
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
製
品

水
銀
添
加
製
品

製
造
、
輸
入
又
は
輸
出
が
許
可
さ
れ
な

く
な
る
期
限
（
段
階
的
廃
止
期
限
）

電
池
（
水
銀
含
有
量
二
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
ボ
タ
ン
形
亜
鉛
酸
化
銀
電
池
及
び
水
銀
含
有
量
二
パ
ー
セ
ン

ト
未
満
の
ボ
タ
ン
形
空
気
亜
鉛
電
池
を
除
く
。）

二
千
二
十
年

水
銀
含
有
量
二
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
ボ
タ
ン
形
亜
鉛
酸
化
銀
電
池
及
び
水
銀
含
有
量
二
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

の
ボ
タ
ン
形
空
気
亜
鉛
電
池

二
千
二
十
五
年

ス
イ
ッ
チ
及
び
継
電
器
（
極
め
て
高
い
正
確
さ
の
容
量
及
び
損
失
を
測
定
す
る
ブ
リ
ッ
ジ
並
び
に
監
視
及

び
制
御
の
た
め
の
装
置
に
用
い
る
高
周
波
無
線
周
波
数
の
ス
イ
ッ
チ
及
び
継
電
器
で
あ
っ
て
、ブ
リ
ッ
ジ
、

ス
イ
ッ
チ
又
は
継
電
器
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
最
大
二
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
も
の
を
除
く
。）

二
千
二
十
年

極
め
て
高
い
正
確
さ
の
容
量
及
び
損
失
を
測
定
す
る
ブ
リ
ッ
ジ
並
び
に
監
視
及
び
制
御
の
た
め
の
装
置
に

用
い
る
高
周
波
無
線
周
波
数
の
ス
イ
ッ
チ
及
び
継
電
器
で
あ
っ
て
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
ス
イ
ッ
チ
又
は
継
電
器

当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
最
大
二
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
も
の
（
研
究
及
び
開
発
の
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
も
の
を
除
く
。）

二
千
二
十
五
年

発
光
管
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
三
十
ワ
ッ
ト
以
下
の
一
般
的
な
照
明
用
の
コ

ン
パ
ク
ト
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｃ
Ｆ
Ｌ
ｓ
）

二
千
二
十
年

三
十
ワ
ッ
ト
超
の
一
般
的
な
照
明
用
の
コ
ン
パ
ク
ト
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｃ
Ｆ
Ｌ
ｓ
）

二
千
二
十
六
年

発
光
管
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
三
十
ワ
ッ
ト
以
下
の
一
般
的
な
照
明
用
の

点
灯
回
路
内
蔵
型
コ
ン
パ
ク
ト
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｃ
Ｆ
Ｌ
・
ｉ
）

二
千
二
十
五
年

発
光
管
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
三
十
ワ
ッ
ト
以
下
の
一
般
的
な
照
明
用
の

点
灯
回
路
非
内
蔵
型
コ
ン
パ
ク
ト
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｃ
Ｆ
Ｌ
・
ｎ
ｉ
）

二
千
二
十
六
年

次
の
も
の
に
該
当
す
る
一
般
的
な
照
明
用
の
直
管
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｌ
Ｆ
Ｌ
ｓ
）

二
千
二
十
年

⒜

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
六
十
ワ
ッ
ト
未
満
の
三
波
長
形
蛍
光
体

を
使
用
し
た
も
の

⒝

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
四
十
ワ
ッ
ト
以
下
の
ハ
ロ
リ
ン
酸
系
蛍

光
体
を
使
用
し
た
も
の

次
の
も
の
に
該
当
す
る
一
般
的
な
照
明
用
の
直
管
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｌ
Ｆ
Ｌ
ｓ
）

二
千
二
十
六
年

⒜

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
四
十
ワ
ッ
ト
以
下
の
ハ
ロ
リ
ン
酸
系

蛍
光
体
を
使
用
し
た
も
の

⒝

四
十
ワ
ッ
ト
超
の
ハ
ロ
リ
ン
酸
系
蛍
光
体
を
使
用
し
た
も
の

次
の
も
の
に
該
当
す
る
一
般
的
な
照
明
用
の
直
管
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｌ
Ｆ
Ｌ
ｓ
）

二
千
二
十
七
年

⒜

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
六
十
ワ
ッ
ト
未
満
の
三
波
長
形
蛍
光

体
を
使
用
し
た
も
の

⒝

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
六
十
ワ
ッ
ト
以
上
の
三
波
長
形
蛍
光

体
を
使
用
し
た
も
の

⒞

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
六
十
ワ
ッ
ト
以
上
の
三
波
長
形
蛍
光
体

を
使
用
し
た
も
の

次
の
も
の
に
該
当
す
る
一
般
的
な
照
明
用
の
直
管
以
外
（
例
え
ば
、
Ｕ
字
形
、
円
形
）の
蛍
光
ラ
ン
プ（
Ｎ

Ｆ
Ｌ
ｓ
）

二
千
二
十
七
年

⒜

あ
ら
ゆ
る
ワ
ッ
ト
数
の
三
波
長
形
蛍
光
体
を
使
用
し
た
も
の

⒝

あ
ら
ゆ
る
ワ
ッ
ト
数
の
ハ
ロ
リ
ン
酸
系
蛍
光
体
を
使
用
し
た
も
の

二
千
二
十
六
年

一
般
的
な
照
明
用
の
高
圧
水
銀
蒸
気
ラ
ン
プ
（
Ｈ
Ｐ
Ｍ
Ｖ
）

二
千
二
十
年

次
の
も
の
に
該
当
す
る
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の
冷
陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
）
及
び
外
部
電
極
蛍

光
ラ
ン
プ
（
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
）

二
千
二
十
年

⒜

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
三
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
及
び
長
さ
が
五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下
の
も
の

⒝

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
及
び
長
さ
が
五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
超
千

五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

⒞

電
球
当
た
り
の
水
銀
含
有
量
が
十
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
及
び
長
さ
が
千
五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

超
の
も
の

⒜
か
ら
⒞
ま
で
の
要
件
に
該
当
し
な
い
あ
ら
ゆ
る
長
さ
の
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の
冷
陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ

（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
）
及
び
外
部
電
極
蛍
光
ラ
ン
プ
（
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
）

二
千
二
十
五
年

化
粧
品
（
水
銀
含
有
量
が
一
質
量
百
万
分
率
を
超
え
る
も
の
）。
肌
の
美
白
用
せ
っ
け
ん
及
び
ク
リ
ー
ム

を
含
む
が
、
水
銀
を
保
存
剤
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
効
果
的
か
つ
安
全
な
代
替
の
保
存
剤
が
利

用
可
能
で
な
い
と
き
は
、
眼
の
周
囲
の
化
粧
品
を
含
ま
な
い
。（
注
）

二
千
二
十
年

化
粧
品
。
肌
の
美
白
用
せ
っ
け
ん
及
び
ク
リ
ー
ム
を
含
む
が
、
水
銀
を
保
存
剤
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に

お
い
て
効
果
的
か
つ
安
全
な
代
替
の
保
存
剤
が
利
用
可
能
で
な
い
と
き
は
、
眼
の
周
囲
の
化
粧
品
を
含
ま

な
い
。（
注
）

二
千
二
十
五
年

駆
除
剤
、
殺
生
物
剤
及
び
局
所
消
毒
剤

二
千
二
十
年

次
の
非
電
気
式
の
計
測
器
（
水
銀
を
含
ま
な
い
適
当
な
代
替
製
品
が
利
用
可
能
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、

大
規
模
な
装
置
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
又
は
高
精
密
度
の
測
定
に
使
用
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）

二
千
二
十
年

⒜

気
圧
計

⒝

湿
度
計

⒞

圧
力
計

⒟

温
度
計

⒠

血
圧
計

脈
波
計
に
使
用
さ
れ
る
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ

二
千
二
十
五
年

次
の
電
気
式
及
び
電
子
式
の
計
測
器
（
水
銀
を
含
ま
な
い
適
当
な
代
替
製
品
が
利
用
可
能
で
な
い
場
合
に

お
い
て
、
大
規
模
な
装
置
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
又
は
高
精
密
度
の
測
定
に
使
用
さ
れ
る
も
の
を
除

く
。）

二
千
二
十
五
年

⒜

溶
融
圧
力
変
換
器
、
溶
融
圧
力
伝
送
器
及
び
溶
融
圧
力
感
知
器

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
外
務
省
告
示
第
二
百
九
十
六
号

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日
に
熊
本
で
作
成
さ
れ
た
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
の
附
属
書
Ａ
の
一
部
は
、
同
条
約

第
二
十
七
条
３
及
び
４
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
そ
の
改
正
は
、
令
和
九
年
三
月
二
十
三
日
に
効
力

を
生
ず
る
。

（
令
和
八
年
三
月
二
十
七
日
付
け
国
際
連
合
環
境
計
画
事
務
局
長
書
簡
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充





水
銀
真
空
ポ
ン
プ

二
千
二
十
五
年

タ
イ
ヤ
の
バ
ラ
ン
サ
ー
及
び
ホ
イ
ー
ル
の
お
も
り

二
千
二
十
五
年

写
真
フ
ィ
ル
ム
及
び
印
画
紙

二
千
二
十
五
年

人
工
衛
星
及
び
宇
宙
飛
行
体
に
用
い
る
推
進
剤

二
千
二
十
五
年

歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
（
患
者
の
必
要
性
に
基
づ
き
歯
科
医
師
が
そ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
場
合

を
除
く
。）

二
千
三
十
四
年

注

微
量
の
水
銀
が
混
入
し
た
化
粧
品
、
せ
っ
け
ん
又
は
ク
リ
ー
ム
を
対
象
と
し
な
い
こ
と
を
意
図
す
る
。

２

「
第
二
部

第
四
条
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
製
品
」
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
部

第
四
条
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
製
品

水
銀
添
加
製
品

規
定

歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム

歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
使
用
を
段
階
的
に
削
減
す
る
た
め
の
締
約
国
に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
締
約
国
の
国
内

の
事
情
及
び
関
連
す
る
国
際
的
な
手
引
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
、
次
の
措
置
か
ら
二
以
上
の
措
置
を
含
め
る
。

う
蝕し

よ
くの

予
防
及
び
健
康
の
促
進
を
目
的
と
す
る
国
の
目
標
を
定
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歯
科
治
療
の
必
要
性
を
最
小

限
に
す
る
こ
と
。

歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
使
用
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
国
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
。

歯
科
治
療
の
た
め
の
水
銀
を
含
ま
な
い
代
替
製
品
（
費
用
対
効
果
が
高
く
、
か
つ
、
臨
床
的
に
有
効
な
も
の
）
の

使
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

歯
科
治
療
の
た
め
の
水
銀
を
含
ま
な
い
良
質
の
材
料
の
研
究
及
び
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

代
表
的
な
専
門
的
機
関
及
び
歯
科
学
校
が
、
歯
科
治
療
の
た
め
の
水
銀
を
含
ま
な
い
代
替
製
品
の
使
用
及
び
管
理

の
た
め
の
最
良
の
慣
行
の
促
進
に
つ
い
て
歯
科
の
専
門
家
及
び
学
生
に
教
育
及
び
訓
練
を
行
う
よ
う
奨
励
す
る
こ

と
。水

銀
を
使
用
し
な
い
歯
科
治
療
よ
り
も
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
を
使
用
す
る
歯
科
治
療
を
有
利
に
扱
う
保
険
政
策
及

び
保
険
制
度
を
抑
制
す
る
こ
と
。

歯
科
治
療
に
関
し
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
良
質
の
代
替
製
品
の
使
用
を
有
利
に
扱
う
保
険
政
策
及
び
保
険
制
度

を
奨
励
す
る
こ
と
。

歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
使
用
を
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
カ
プ
セ
ル
に
限
定
す
る
こ
と
。

水
銀
及
び
水
銀
化
合
物
の
水
及
び
土
壌
へ
の
放
出
を
削
減
す
る
た
め
、
歯
科
用
施
設
に
お
け
る
環
境
の
た
め
の
最

良
の
慣
行
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
科
医
師
に
よ
る
ば
ら
の
状
態
で
の
水
銀
の
使
用
を
除
外
す
る
こ
と
又
は
許

可
し
な
い
こ
と
。

乳
歯
及
び
十
五
歳
に
達
し
な
い
患
者
並
び
に
妊
婦
及
び
授
乳
中
の
女
性
の
歯
科
治
療
に
お
い
て
、
適
当
な
措
置
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
の
使
用
を
除
外
す
る
こ
と
若
し
く
は
許
可
し
な
い
こ
と
又
は
歯
科
用
ア
マ

ル
ガ
ム
を
使
用
し
な
い
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
患
者
の
必
要
性
に
基
づ
き
歯
科
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

さ
ら
に
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
を
段
階
的
に
廃
止
し
て
い
な
い
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

自
国
の
報
告
の
一
環
と
し
て
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
を
段
階
的
に
削
減
し
、
又
は
段
階
的
に
廃
止
す
る
た
め
に
自

国
が
と
っ
た
又
は
と
っ
て
い
る
措
置
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
国
の
行
動
計
画
又
は
利
用
可
能
な
情
報
に
基
づ
く
報
告

を
四
年
ご
と
に
事
務
局
に
提
出
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
を
段
階
的
に
廃
止
し
て
い
な
い
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

患
者
の
必
要
性
に
基
づ
き
歯
科
医
師
が
そ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
な
い
限
り
、
歯
科
用
ア
マ
ル
ガ
ム
を
許

可
し
な
い
又
は
著
し
く
削
減
す
る
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
。

出
願
品
種
の
属
す

る
農
林
水
産
植
物

の
種
類

出
願
品
種
の
名
称

出
願
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

住
所
又
は
居
所

品
種
登
録
出
願
の

番
号
及
び
取
下
げ

年
月
日

C
h
ry
sa
n
th
em
u
m

L
.

秀
芳
の

し
ゆ
う
ほ
う

宮 み
や

イ
ノ
チ
オ
精
興
園
株
式
会
社

広
島
県
府
中
市
鵜
飼
町
531番

地
８

第
37116号
令
和
８
年
７
月
２
日

K
a
la
n
ch
o
e

b
lo
ssfeld

ia
n
a

P
o
elln
.

D
o
k
a
lcru

D
u
m
m
en
G
ro
u
p
B
.V
.

O
u
d
eca
m
p
sw
eg
35C
,
2678N

N
D
e

L
ier,T

h
e
N
eth
erla
n
d
s

第
38122号
令
和
８
年
７
月
３
日

出
願
品
種
の
属
す

る
農
林
水
産
植
物

の
種
類

出
願
品
種
の
名
称

出
願
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

住
所
又
は
居
所

品
種
登
録
出
願
の

番
号
及
び
拒
絶
年

月
日

C
y
cla
m
en
L
.

F
P
B
L

有
限
会
社
は
ら
園
芸

神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
ケ
丘
１

番
１
号

第
36027号
令
和
８
年
７
月
30日

P
ela
rg
o
n
iu
m

g
ra
n
d
iflo
ru
m

(A
n
d
rew
s)
W
illd
.

グ
ラ
ン
パ
ッ
ソ
ロ

マ
ネ
ス
ク

鈴
木
清
次

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
中
島
1097番

地
第
36987号
令
和
８
年
７
月
30日

災

害

名

地

域

指
定
の
期
間

令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
の
大
雨

に
伴
う
災
害

富
山
県

高
岡
市

令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
か

ら
令
和
八
年
十
二
月
二
十
八

日
ま
で

氷
見
市

小
矢
部
市

射
水
市

石
川
県

羽
咋
市

羽
咋
郡
志
賀
町

羽
咋
郡
宝
達
志
水
町

鹿
島
郡
中
能
登
町

福
井
県

福
井
市

大
野
市

勝
山
市

あ
わ
ら
市

坂
井
市

吉
田
郡
永
平
寺
町

令和年月日 火曜日 第号官 報

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
二
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

号
の
災
害
及
び
地
域
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
五
号

出
願
者
か
ら
出
願
公
表
後
に
品
種
登
録
出
願
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
の
で
、
種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
九
十
六
号

出
願
公
表
後
に
品
種
登
録
出
願
が
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、
種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
十
三
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生





国
会
事
項

人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
十
二
号

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
六
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
二
十
六
条
の
八
第
二
項

第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
六
条
の
二
十
三
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。令

和
八
年
九
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

登
録
番
号

五

登
録
講
習
実
施
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

一
般
社
団
法
人

全
国
土
木
施
工
管
理
技
士
会
連
合
会

登
録
講
習
実
施
機
関
の
変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

菊
川

滋

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
十
三
号

激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
）

第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
係
る
同
条
第
一
項
の
市
町
村
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

熊
本
県
八
代
市
、
宇
城
市
及
び
八
代
郡
氷
川
町

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
一
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

高
山
市
久
々
野
町
木
賊
洞
字
豊
口
一
二
一
番
一
か
ら
同
市

久
々
野
町
木
賊
洞
字
六
郎
洞
五
一
二
番
一
ま
で

前後

二
九
・
九
八
〜
四
八
・
四
〇

二
九
・
九
八
〜
四
八
・
四
〇

〇
・
一
〇
九

〇
・
一
〇
九

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高
山
国
道
事
務
所

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
一
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

飛
驒
市
神
岡
町
割
石
字
大
沼
三
七
五
番
二
か
ら
同
市
神
岡
町

割
石
字
南
沼
三
七
三
番
一
ま
で

前後

二
六
・
〇
三
〜
五
三
・
八
八

二
六
・
〇
三
〜
六
二
・
七
〇

〇
・
〇
六
一

〇
・
〇
六
一

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高
山
国
道
事
務
所

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
一
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

飛
驒
市
神
岡
町
東
漆
山
字
上
ノ
尾
三
九
四
番
二
九
地
内

前後

二
六
・
九
一
〜
三
〇
・
八
四

二
六
・
九
一
〜
三
〇
・
八
四

〇
・
〇
六
六

〇
・
〇
六
六

飛
驒
市
神
岡
町
東
漆
山
字
横
平
一
七
五
番
一
か
ら
同
市
神
岡

町
東
漆
山
字
横
平
一
七
六
番
一
ま
で

前後

四
二
・
七
七
〜
五
六
・
四
二

四
二
・
七
七
〜
五
六
・
四
二

〇
・
〇
八
二

〇
・
〇
八
二

飛
驒
市
神
岡
町
東
漆
山
字
小
田
平
二
三
五
番
一
か
ら
同
市
神

岡
町
東
漆
山
字
小
田
平
二
五
九
番
一
ま
で

前後

二
二
・
七
三
〜
二
八
・
九
八

二
二
・
七
三
〜
二
八
・
九
八

〇
・
〇
三
七

〇
・
〇
三
七

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高
山
国
道
事
務
所

参

議

院

常
任
委
員
長
辞
任

九
月
二
十
五
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
常
任
委
員
長
の

辞
任
を
許
可
し
た
。

予
算
委
員
長

藤
川

政
人

内

閣

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

城
内

実

経
済
産
業
大
臣
赤
澤
亮
正
手
術
中
内
閣
法
第
十
条
の
規
定

に
よ
り
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣

に
指
定
す
る

同

城
内

実

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
赤
澤
亮
正
手
術
中
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
）
事
務

代
理
を
命
ず
る

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理
解
職

同

城
内

実

経
済
産
業
大
臣
赤
澤
亮
正
手
術
終
了
に
つ
き
内
閣
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
る
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う

国
務
大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く

同

城
内

実

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
赤
澤
亮
正
手
術
終
了
に
つ
き
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機

構
）
事
務
代
理
を
免
ず
る
（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

認
証
官
任
命
式

九
月
十
八
日
午
後
六
時
、
宮
中
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
塩
崎
彰
久
、
復
興
副
大
臣
中
野

英
幸
、
復
興
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
西
田
昭
二
、
内
閣

府
副
大
臣
谷
川
と
む
、
同
平
沼
正
二
郎
、同
今
井
絵
理
子
、

総
務
副
大
臣
斎
藤
ア
レ
ッ
ク
ス
、
総
務
副
大
臣
兼
内
閣
府

副
大
臣
鈴
木
英
敬
、
法
務
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
武
村

展
英
、
外
務
副
大
臣
中
曽
根
康
隆
、
財
務
副
大
臣
進
藤
金

日
子
、
財
務
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
若
林
健
太
、
文
部

科
学
副
大
臣
青
山
周
平
、
同
中
田
宏
、
厚
生
労
働
副
大
臣

浦
野
靖
人
、
同
藤
原
崇
、
農
林
水
産
副
大
臣
小
寺
裕
雄
、

同
藤
木
眞
也
、
経
済
産
業
副
大
臣
髙
木
啓
、
経
済
産
業
副

大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
宮
本
周
司
、
国
土
交
通
副
大
臣
加

藤
鮎
子
、
同
朝
日
健
太
郎
、
環
境
副
大
臣
畦
元
将
吾
、
環

境
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
三
ッ
林
裕
巳
、
防
衛
副
大
臣

小
田
原
潔
及
び
防
衛
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
こ
や
り
隆

史
の
認
証
官
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
独
立
記
念
日
に

つ
き
、
九
月
二
十
五
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発

せ
ら
れ
た
。官

庁
事
項

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
の
廃
止
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
九
号
）第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
基
づ
き
、

登
録
海
技
免
許
講
習
事
務
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
五
第
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
名
称

北
海
道
厚

岸
翔
洋
高
等
学
校

二

廃
止
す
る
登
録
海
技
免
許
講
習
の
種
類

救
命
講
習

三

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
五
月
二
十
三
日





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

労 働

最低賃金の改正決定に関する公示
青森労働局最低賃金公示第１号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第12条の

規定に基づき、青森県最低賃金（昭和55年青森労
働基準局最低賃金公示第１号）の一部を次のよう
に改正する決定をしたので、同法第14条第１項の
規定により公示する。
令和８年９月 29 日

青森労働局長 角井 伸一
第４号中「１時間1029円」を「１時間1090円」
に改める。

山梨労働局最低賃金公示第２号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第12条の

規定に基づき、山梨県最低賃金（昭和55年山梨労
働基準局最低賃金公示第１号）の一部を次のよう
に改正する決定をしたので、同法第14条第１項の
規定により公示する。
令和８年９月 29 日

山梨労働局長 岩﨑 充
第４号中「１時間1052円」を「１時間1113円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年11月１日から効力を生ず
る。

高知労働局最低賃金公示第１号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第12条の

規定に基づき、高知県最低賃金（昭和55年高知労
働基準局最低賃金公示第１号）の一部を次のよう
に改正する決定をしたので、同法第14条第１項の
規定により公示する。
令和８年９月 29 日

高知労働局長 池田 邦彦
第４号中「１時間1023円」を「１時間1086円」
に改める。

長崎労働局最低賃金公示第１号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第12条の

規定に基づき、長崎県最低賃金（昭和55年長崎労
働基準局最低賃金公示第９号）の一部を次のよう
に改正する決定をしたので、同法第14条第１項の
規定により公示する。
令和８年９月 29 日

長崎労働局長 髙西 盛登
第４号中「１時間1031円」を「１時間1087円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年11月２日から効力を生ず
る。

大分労働局最低賃金公示第１号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第12条の

規定に基づき、大分県最低賃金（昭和55年大分労
働基準局最低賃金公示第１号）の一部を次のよう
に改正する決定をしたので、同法第14条第１項の
規定により公示する。
令和８年９月 29 日

大分労働局長 秋山 雅紀
第４号中「１時間1035円」を「１時間1096円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年11月１日から効力を生ず
る。

                        

基本測量関係事項公告
基本測量の測量成果を得たので、測量法（昭和24年法律第188号）第27条第１項の規定に基づき、

次のとおり公告する。
令和８年９月 29 日 国土交通大臣 井林 辰憲
種 類 地図情報レベル 実施時期 区 域 摘 要

点群データ 500 令和８年
度

北海道の一
部地域

令和８年９月版

備考 刊行日 令和８年９月30日
新たに基本測量の測量成果を得た区域は、国土地理院ホームページ
（https://www.gsi.go.jp/gazochosa/tengun.html）において供する。





公 告

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

諸 事 項
相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

失踪に関する届出の催告 失 踪 宣 告

破産手続開始






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
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




令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号
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破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結及び免責許可決定

破産債権の届出期間及び一般
調査期日


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
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
号

官
報

書面による計算報告

特別清算開始
令和８年（ヒ）第１０号
千葉県我孫子市湖北台三丁目３番10号
清算株式会社 株式会社日本技能教育機構
代表清算人 田島 猛
１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

千葉地方裁判所松戸支部民事部
令和８年（ヒ）第１３号
兵庫県姫路市御国野町国分寺３９１番地
清算株式会社 岡野食品ホールディングス株式会
社
代表清算人 岡野吉純
１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

神戸地方裁判所姫路支部

特別清算終結
令和８年（ヒ）第３号
千葉県茂原市八千代三丁目13番地９
清算株式会社 株式会社竹膳

１ 決定年月日 令和８年９月９日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

千葉地方裁判所一宮支部
令和８年（ヒ）第９号
宮崎県都城市安久町４７４２番地１
清算株式会社 霧島食品工業株式会社
１ 決定年月日 令和８年９月１０日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

宮崎地方裁判所

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第１号
京都府京丹後市網野町木津196番地の2
清算株式会社 株式会社ぎょうき
代表者代表清算人 蛭子 正之
１ 決定年月日 令和８年９月８日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
第１ 各協定債権者は、本協定の認可決定が確定
した時点において、清算株式会社が、各協定債権
者に対して有する、一切の債務及びそれに付帯す
る利息、損害金を免除する。
第２ 第１項に定める免除の後、清算株式会社に
新たな財産が発見されたときは、清算株式会社は
これを速やかに換価し、各協定債権者に対し、当
該財産の換価代金から必要な費用を控除した残額
を別紙債権者一覧表記載の債権額の割合に応じて
弁済する。この場合においては、各協定債権者が
第１項の規定により行った免除は新たにされた弁
済の限度で効力を失うものとする。
第３ 各協定債権者は、本協定が、会社法第571
条第２項に定めるとおり、会社法第522条第２項
に規定する債権者が有する同項に規定する担保
権、協定債権者が清算株式会社の保証人その他清
算株式会社と共に債務を負担する者に対して有す
る権利及び清算株式会社以外の者が協定債権者の
ために提供した担保に影響を及ぼさないことを相
互に確認する。
（別紙省略）

京都地方裁判所宮津支部
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令和８年（ヒ）第１００４号
福岡県大野城市白木原四丁目７番３号
清算株式会社 株式会社Ｔ・Ｂ・Ｃ
代表清算人 藤池 亮一
１ 決定年月日 令和８年９月１０日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、株式会社Ｔ・Ｂ・
Ｃ（以下「清算株式会社」という）に対する本特
別清算手続開始決定日までの原因に基づいて発生
した債権（以下「協定債権」という）とする。
２ 利息・遅延損害金の免除
協定債権に対する本特別清算開始決定後の利息
及び遅延損害金は、本協定認可決定確定時に全額
免除を受ける。
３ 弁済の方法及び端数の処理
（１）弁済の方法
協定債権の弁済は、本特別清算手続における清
算人代理事務所（東京都千代田区丸の内１－９－
２グラントウキョウサウスタワー１３階）におい
て行う。但し、協定債権者が金融機関の口座に振
り込む方法を指定した場合は、当該口座への振込
により弁済する（振込手数料は金融機関の口座に
振り込む方法を指定した協定債権者の負担とす
る）。
（２）弁済における端数の処理
協定債権の弁済において生じる弁済額の１円未
満の端数は切り捨てる。
第２ 協定債権の弁済及び放棄
１ 協定債権の弁済
清算株式会社は、各協定債権者に対し、本協定
認可決定確定日から２ヶ月以内に、本協定認可決
定確定時に清算株式会社が有する資産総額から、
本特別清算手続が結了するまでに発生し又は発生
することが見込まれる一般の先取特権その他一般
の優先権がある債権、特別清算手続に係る清算株
式会社に対する費用請求権に基づく債権、特別清
算手続のために清算株式会社に対して生じた債権
の合計額を控除した残額を弁済原資として、別紙
「債権額一覧表」記載の各協定債権額に応じて按
分した額を弁済する。

２ 協定債権の放棄
各協定債権者は、上記１の弁済を受けたときに、
その余の協定債権をすべて放棄する。なお、上記
１の弁済原資が存しない場合、弁済原資が存しな
い旨の通知を清算株式会社が各協定債権者に通知
したときに、各協定債権者は協定債権をすべて放
棄する。
３ 追加弁済
上記１による弁済後、清算株式会社に新たな財
産が発見されたときは、これを清算株式会社が換
価した上、各協定債権者に対し、その換価代金か
ら必要な費用を控除した残額を追加弁済原資とし
て、別紙「債権額一覧表」記載の各協定債権額に
応じて按分した額を弁済する。この場合、当該追
加弁済の範囲においては、上記２による放棄の効
力は失われるものとする。

以上
（別紙省略）

福岡地方裁判所第４民事部

更生計画案議決権行使方法等
令和８年（ミ）第４号
名古屋市中区栄三丁目４番２１号
更生会社 株式会社トーシンホールディングス
１ 議決権行使の方法
書面投票

２ 投票期間
令和８年10月29日から同年11月16日まで

３ 決議の組分け
更生担保権者、更生債権者及び株主の三組に
分けて行う。

４ 議決権不統一行使の通知期限
令和８年11月９日

５ 議決権者確定の基準日
令和８年10月14日
令和８年９月15日

東京地方裁判所民事第20部

再生手続開始

小規模個人再生による再生手
続開始
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小規模個人再生による書面決
議に付する決定
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報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 六 月 十 二 日

掲 載 頁 一 三 四 頁 （ 号 外 第 一 三 〇 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 六 月 十 二 日

掲 載 頁 一 一 〇 頁 （ 号 外 第 一 三 〇 号 ）

令 和 八 年 九 月 二 十 九 日

埼 玉 県 入 間 郡 三 芳 町 大 字 上 富 五 〇 四 番 地 二

（ 甲 ） 株 式 会 社 関 東 ダ イ エ ッ ト ク ッ ク

代 表 取 締 役 関 根 克 之

埼 玉 県 入 間 郡 三 芳 町 大 字 上 富 五 〇 四 番 地 二

（ 乙 ） 株 式 会 社 ハ ロ ー デ リ カ

代 表 取 締 役 関 根 克 之

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た の

で 公 告 し ま す 。

効 力 発 生 日 は 令 和 八 年 十 一 月 一 日 で あ り 、 甲 は

会 社 法 第 七 九 六 条 第 二 項 に 基 づ き 株 主 総 会 の 承 認

決 議 は 経 ず 、 乙 の 株 主 総 会 決 議 は 令 和 八 年 六 月 二

十 四 日 に 終 了 し て お り ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ）https://www.rext.jp/

（ 乙 ）https://www.rext.jp/

令 和 八 年 九 月 二 十 九 日

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 八 丁 目 一 七 番 一 号

（ 甲 ）REXTHoldings株式会社

代 表 取 締 役 塩 田 徹

茨 城 県 つ く ば 市 小 野 崎 二 九 四 番 地 一

（ 乙 ） 株 式 会 社 テ ト ラ フ ィ ッ ト

代 表 取 締 役 石 井 真 一

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 金 融 商 品 取 引 法 に よ る 有 価 証 券 報 告 書 提 出

済 。

（ 乙 ） 掲 載 紙 日 刊 工 業 新 聞

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 七 月 二 日

掲 載 頁 七 頁

令 和 八 年 九 月 二 十 九 日

東 京 都 中 野 区 本 町 一 丁 目 三 二 番 二 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 イ ー ド

代 表 取 締 役 宮 川 洋

東 京 都 中 野 区 本 町 一 丁 目 三 二 番 二 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 Ｓ ｕ ｎ Ｓ ｍ ｉ ｌ ｅ

代 表 取 締 役 姜 圭 司


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令和年月日 火曜日 第号官 報
合
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告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
五
日

掲
載
頁

八
十
五
頁
（
号
外
第
二
〇
五
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
五
日

掲
載
頁

八
十
六
頁
（
号
外
第
二
〇
五
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
七
丁
目
二
番
二
一
号
草
月
会
館

九
Ｆ

（
甲
）株

式
会
社
v
isio
n
p
la
tfo
rm

代
表
取
締
役

酒
井

裕
輝

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
一

一
六

九
サ
ク
ラ

ガ
ー
デ
ン
イ
ー
ス
ト
二
階

（
乙
）株

式
会
社
H
A
U
T
E
C
O
U
T
U
R
E
C
A
F
E

代
表
取
締
役

上
見

太
誠

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一

項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行

及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
一
二
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
・
バ
ズ

代
表
取
締
役

高
村

彰
典

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
一
二
番
一
〇
号

（
乙
）株

式
会
社
Men's

B.P.

代
表
取
締
役

宍
戸

翔
哉

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

千
葉
日
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

掲
載
頁

十
七
頁

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
五

七

二
Ｍ
Ｆ
Ｐ
Ｒ
麹

町
ビ
ル
五
階（

甲
）
株
式
会
社
Ａ
Ｃ
Ｎ
経
営
研
究
所

代
表
取
締
役

大
場
康
二
朗

東
京
都
港
区
芝
四
丁
目
五
番
一
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
バ
リ
ュ
ー
シ
フ
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

大
場
康
二
朗

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
練
馬
区
田
柄
二

四
二

一
二

（
甲
）
私
た
ち
の
合
同
会
社

代
表
社
員

庄
子

由
夏

代
表
社
員

庄
子

咲
彩

東
京
都
練
馬
区
田
柄
二
丁
目
四
二
番
一
二
号

（
乙
）
合
同
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｐ

代
表
社
員

庄
子

咲
彩

代
表
社
員

庄
子

由
夏

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
二
月
二
十
六
日

掲
載
頁

九
十
頁
（
号
外
第
二
八
六
号
）

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
三
丁
目
六
番
地
四

九
〇

一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｍ
ｏ
ｓ
ｔ
ｆ
ｕ
ｎ

代
表
取
締
役

大
﨑

拓
実

横
浜
市
西
区
高
島
二
丁
目
一
九
番
一
八
号

（
乙
）
有
限
会
社
ト
ヨ
タ
ケ

取
締
役

大
﨑

拓
実

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
七
日

掲
載
頁

八
十
六
頁
（
号
外
第
二
〇
八
号
）

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

長
野
県
小
諸
市
大
字
大
久
保
一
一
七
三
番
地
一

（
甲
）
農
業
生
産
法
人
こ
も
ろ
布
引
い
ち
ご
園
株

式
会
社

代
表
取
締
役

倉
本

浩
行

長
野
県
小
諸
市
大
字
大
久
保
一
一
七
三
番
地
一

（
乙
）
い
ち
ご
平
フ
ァ
ー
ム
有
限
会
社

取
締
役

倉
本

浩
行

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
継

承
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
日

掲
載
頁

一
六
三
頁
（
号
外
第
一
七
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
日

掲
載
頁

一
六
三
頁
（
号
外
第
一
七
一
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

名
古
屋
市
中
区
栄
一
丁
目
三
一
番
四
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
オ
オ
イ
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
取
締
役

大
井

富
雄

名
古
屋
市
瑞
穂
区
岳
見
町
二
丁
目
一
五
番
地
の
四

（
乙
）
栄
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
井
さ
よ
美

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
八
頁
（
号
外
第
二
一
〇
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

大
阪
府
堺
市
堺
区
中
之
町
西
一
丁
一
番
三
〇
号

（
甲
）
Ｊ
Ｆ
Ｆ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
村

武

大
阪
府
堺
市
堺
区
中
之
町
西
一
丁
一
番
三
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ヌ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

代
表
取
締
役

野
村

武

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
（
甲

株
式
四
万
百
株
を
含
む
）
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

三
十
一
頁

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

大
阪
市
西
区
南
堀
江
一
丁
目
一
八
番
四
号
Ｏ
ｓ
ａ

ｋ
ａ
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
南
堀
江
ビ
ル
五
階

（
甲
）
株
式
会
社
メ
ビ
ウ
ス
２
１

代
表
取
締
役

吉
川

哲
生

大
阪
市
西
区
南
堀
江
一
丁
目
一
八
番
四
号
Ｏ
ｓ
ａ

ｋ
ａ
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
南
堀
江
ビ
ル
五
階

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ム
ツ
ー

代
表
取
締
役

吉
川

哲
生





令和年月日 火曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
ス
ポ
ー
ツ
ス
ト

レ
ッ
チ
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
こ
れ

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
甲
及
び
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
及
び
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
八
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

千
葉
県
船
橋
市
習
志
野
台
二
丁
目
四
番
五
号
ヨ
エ

ム
ビ
ル
二
〇
一

（
甲
）
株
式
会
社
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ

Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ａ
ｌ

ｉ
ｖ
ｅ

Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ

代
表
取
締
役

都
築

学

千
葉
県
船
橋
市
習
志
野
台
三
丁
目
三
番
一

四
〇

七
号

（
乙
）
株
式
会
社
そ
ら

代
表
取
締
役

都
築

学

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
賃
貸
・

管
理
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
六
頁
（
号
外
第
二
一
〇
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

千
葉
県
市
川
市
湊
新
田
二
丁
目
九
番
二
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｄ
Ｓ
ナ
カ
シ
マ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス代

表
取
締
役

中
島

照
統

千
葉
県
市
川
市
湊
新
田
二
丁
目
九
番
二
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
サ
イ
コ
ー

代
表
取
締
役

中
島

照
統

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
医
心
館
事
業
の

一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
及

び
乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
月
二
十
九

日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）h
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w
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令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
ン
ビ
ス
西
日
本

代
表
取
締
役

増
井

省
吾

東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁
目
六
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
ン
ビ
ス

代
表
取
締
役

増
井

省
吾

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
医
心
館
事
業
の

一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
六
日
で
あ
り
、
甲

及
び
乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
一
月
十

三
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
ン
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

西
日
本

代
表
取
締
役

増
井

省
吾

東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁
目
六
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
ン
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

柴
原

慶
一

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
東
村
山
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
八
柱
店
、
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
上
永
谷
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
武
蔵
小
杉

駅
前
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
溝
ノ
口
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
四
つ
木
店
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
和
光
店
、イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
大
井
町
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
知
多
店
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
能
見
台
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
幕

張
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
横
浜
別
所
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
川
崎
店
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
津
久
野
店
、イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
三
郷
店
、
ア
リ
オ
加
古
川
店
、
ア
リ
オ
蘇
我

店
、
ア
リ
オ
上
尾
店
に
お
け
る
不
動
産
管
理
事
業
及
び
テ

ナ
ン
ト
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
全
事
業
に
関
す

る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
一
日

掲
載
頁

一
一
〇
頁
（
号
外
第
二
〇
三
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

岡
山
県
総
社
市
井
尻
野
八
二
番
地
の
一

（
甲
）
株
式
会
社
総
社
工
業

代
表
取
締
役

藤
井

敦

岡
山
県
総
社
市
井
尻
野
八
二
番
地
の
一

（
乙
）
総
社
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
井

敦

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
、
甲
は
乙
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
運
営
事
業
、
自
動
車
整
備
事
業
、
そ
の
他
附
帯
す

る
一
切
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

千
葉
日
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

十
七
頁

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

鹿
児
島
市
南
栄
六
丁
目
二
番
地
三

（
甲
）
株
式
会
社
上
村
石
油
ガ
ス

代
表
取
締
役

上
村

博
英

鹿
児
島
市
南
栄
六
丁
目
二
番
地
三

（
乙
）
上
村
石
油
ガ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
村

眞
一

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
一
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
一
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
品
川
区
南
大
井
六
丁
目
二
七
番
一
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
ト
リ
ン
ク

代
表
取
締
役

井
上

了
德

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八

（
乙
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

代
表
取
締
役

真
船

幸
夫

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
営
む
医
療
機
器

及
び
当
該
医
療
機
器
に
関
連
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
係
る

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
甲
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

掲
載
頁

五
頁

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
二
番
七
〇
号

（
甲
）
日
本
メ
ド
ト
ロ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宇
佐
美
英
司

東
京
都
新
宿
区
新
宿
四
丁
目
一
番
六
号
Ｊ
Ｒ
新
宿

ミ
ラ
イ
ナ
タ
ワ
ー
一
八
階

（
乙
）
キ
ャ
ス
ワ
ー
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

代
表
社
員

キ
ャ
ス
ワ
ー
ク
ス
・
リ
ミ
テ
ッ
ド

職
務
執
行
者

宇
佐
美
英
司

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
のF

a
b
rics

事
業
、

P
erfo
rm
a
n
ce
S
o
lu
tio
n
s

事
業
、P

h
a
rm
B
IO

事
業
及

びC
lea
n
E
n
erg
y

事
業
並
び
にE

n
terp
rise

C
en
ter

部

門
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
八
番
一
五
号
Ｗ
ビ
ル

（
甲
）Gore

Ja
p
a
n

合
同
会
社

代
表
社
員

日
本
ゴ
ア
合
同
会
社

職
務
執
行
者

香
川

泰
章

東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
八
番
一
五
号
Ｗ
ビ
ル

（
乙
）
日
本
ゴ
ア
合
同
会
社

代
表
社
員

W
.L
.G
o
re
&
A
sso
cia
tes

U
K
H
o
ld
in
g
C
o
m
p
a
n
y
L
im
ited

職
務
執
行
者

香
川

泰
章





令和年月日 火曜日 第号官 報
新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
熙
不

動
産
（
東
京
都
港
区
新
橋
四
丁
目
二
四
番
一
一
号
Ｔ
Ｋ
Ｋ

新
橋
ビ
ル
四
Ｆ
）
に
対
し
て
当
社
の
保
有
す
る
土
地
の
管

理
運
用
に
関
す
る
業
務
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
四
日

掲
載
頁

八
十
五
頁
（
号
外
第
二
〇
四
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
新
橋
四
丁
目
二
四
番
一
一
号
Ｔ
Ｋ
Ｋ

新
橋
ビ
ル
四
Ｆ

株
式
会
社
熙
商
事

代
表
取
締
役

禹

竜
太

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
ア
ー
ル
エ
ル
企

画
株
式
会
社
（
住
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
日
吉
本

町
一

三

五
星
野
ビ
ル
三
階
）
に
対
し
て
当
社
の
商
業

施
設
の
維
持
管
理
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
新
丸
子
東
三
丁
目
一
一

五
六
番
地

株
式
会
社
川
島
事
業
管
理

代
表
取
締
役

川
島

高
之

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
ス
リ
ー
・
プ
レ

イ
ス
株
式
会
社
（
住
所

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
新
丸

子
東
三
丁
目
一
一
五
六
番
地
）
に
対
し
て
当
社
の
商
業
施

設
の
運
営
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
新
丸
子
東
三
丁
目
一
一

五
六
番
地

株
式
会
社
川
島
事
業
管
理

代
表
取
締
役

川
島

高
之

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
か
ら
た
ま
や
株

式
会
社
（
住
所
京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
錦
小
路
上

る
手
洗
水
町
六
七
〇
番
地
）
に
対
し
て
当
社
の
中
食
事
業

に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
錦
小
路
上
る
手
洗

水
町
六
七
〇
番
地

株
式
会
社
魁
力
屋

代
表
取
締
役

田
口

剛

共
同
新
設
分
割
公
告

左
記
会
社
は
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
ト
ー
シ
ン
株

式
会
社（
住
所
三
重
県
伊
賀
市
柘
植
町
栂
原
八
五
三
番
地
）

に
対
し
て
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
六
日

掲
載
頁

七
十
一
頁
（
号
外
第
二
〇
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
六
日

掲
載
頁

七
十
一
頁
（
号
外
第
二
〇
七
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

滋
賀
県
甲
賀
市
甲
賀
町
隠
岐
二
四
〇
三
番
地
の
二
〇

（
甲
）
株
式
会
社
ト
ー
シ
ン

代
表
取
締
役

平
本

元
淑

滋
賀
県
甲
賀
市
甲
賀
町
隠
岐
二
四
〇
三
番
地
の
二
〇

（
乙
）
株
式
会
社
レ
コ

代
表
取
締
役

平
本

元
淑

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

山
形
県
米
沢
市
大
字
芳
泉
町
二
五
七
九
番
二
号

合
同
会
社
ク
イ
ッ
ク
ア
イ

代
表
社
員

中
澤

慧
士

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
合
同
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

名
古
屋
市
千
種
区
西
山
元
町
二
丁
目
一
三
番
地
の
四

カ
ネ
フ
ジ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

加
藤

正
明

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

名
古
屋
市
緑
区
大
高
町
石
ノ
戸
四
番
地
の
二

Ｔ
ｏ
ｍ
ｙ
’
ｓ
合
同
会
社

代
表
社
員

渡
辺

智

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

兵
庫
県
神
戸
市
垂
水
区
狩
口
台
四
丁
目
四
〇

五

〇
六

合
同
会
社
オ
ー
エ
イ
チ
ピ
ー

代
表
社
員

歳
森

景

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
一
千
三
百
八
十
五
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

上
毛
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
五
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

埼
玉
県
深
谷
市
国
済
寺
五
〇
〇
番
地
三

株
式
会
社
丸
徳
商
会

代
表
取
締
役

徳
間

信
平

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
一
千
五
百
五
万
円
減
少

し
、
一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
二
番
一
号

株
式
会
社
Ｂ
Ｃ
Ｍ
４
３

代
表
取
締
役

檀
野

英
次

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
五
千
五
百
六
十
六
万
六

千
二
百
五
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
一
二
番
三
二
号

Ｌ
ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｘ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

オ
サ
ム
ニ
ア
・
モ
ハ
メ
ッ
ド

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
〇
〇
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
葛
飾
区
東
小
岩
二
丁
目
二
八
番
一
号

長
沼
大
板
ガ
ラ
ス
工
業
合
同
会
社

代
表
社
員

松
田

博
樹

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
七
千
四
百
九
十
一
万
五

千
二
百
三
十
八
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://co

rp
.em
iu
m
.co
.jp
/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
丁
目
三
六
番
二
号

エ
ミ
ウ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

稲
田

雅
彦





令和年月日 火曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
五
千
円
減
少
し
、
そ
の

う
ち
二
千
四
百
九
十
九
万
五
千
円
を
資
本
準
備
金
と
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
番
一
号
パ
レ

ス
ビ
ル
五
階

株
式
会
社
Ｂ
Ｃ
Ｊ

１
０
２

代
表
取
締
役

杉
本

勇
次

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
九
億
円
減
少
し
一
億
円
と
し
、

減
少
す
る
資
本
金
の
額
の
全
額
を
資
本
準
備
金
と
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
に
は
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
一
番
一
号

Ｃ
Ｖ
Ｒ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

水
野

仁

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

横
浜
市
緑
区
十
日
市
場
町
八
二
五
番
地
三

有
限
会
社
進
成
企
画

代
表
取
締
役

田
中

晋
司

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
十
二
億
一
千
六
百
九
十
六

万
八
千
六
百
六
十
八
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
五
日

掲
載
頁

九
十
二
頁
（
号
外
第
二
〇
五
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

岐
阜
県
大
垣
市
久
徳
町
一
〇
〇
番
地

太
平
洋
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川

哲
史

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
二
百
二
十
万
円
減
少
し

一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
二
一
〇
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

岡
山
県
美
作
市
下
庄
町
七
五
〇

三

ム
サ
シ
食
品
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
島
喜
代
美

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
五
百
六
十
万
円
減
少
し
、

金
一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
三
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
九
月
十
二
日
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://esta

b
lish
.m
o
n
ey
fo
rw
a
rd
.co
m
/

a
n
n
o
u
n
cem
en
t/813066

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
大
名
二
丁
目
六
番
一
一
号

株
式
会
社
フ
ォ
ギ
ー

代
表
取
締
役

今
井

太
郎

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
二
千
二
百
七
十
九
万
九

百
九
十
七
円
減
少
し
二
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
三
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
九
月
十
七
日
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
十
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
四
十
九
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
一
一
番
一
号

Ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｒ

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堀

菜
々

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
六
億
九
千
百
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
十
七
億
二
千
九
百
八
十
五
万
三
千
円
減
少

し
、
そ
れ
ぞ
れ
四
億
九
千
九
百
万
円
、
七
千
二
百
十
四
万

七
千
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

二
一
四
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
渡
瀬
二
二
二
番
地

朝
日
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
満

隆

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
万
円
、
資
本
準
備
金
の

額
を
一
億
五
千
五
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://so

ld
o
u
t -rise.co

.jp
/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
文
京
区
後
楽
一
丁
目
四
番
一
四
号

ソ
ウ
ル
ド
ア
ウ
ト
ラ
イ
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

津
田

翔
平

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
十
四
億
五
千
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
八
億
二
千
七
百
九
十
六
万
五
千
四
百
八
十

三
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
八
千
万
円
、
二
十
六
億
四
千
二

百
三
万
四
千
五
百
十
七
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
十
四
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
日

掲
載
頁

一
六
八
頁
（
号
外
第
一
二
八
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
二
一
番
一
号

Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｐ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

黒
川

隆
介

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
資
本
金
の
額
を
一
億
八
千
七
百
七
十
三
万
一
千

円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
八
千
八
百
七
十
三
万
一
千

円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://634reso

rt.co
m
/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
新
宿
区
余
丁
町
一
三
番
二
三

〇
〇
一
号
室

株
式
会
社
６
３
４

代
表
取
締
役

荻

直
斗

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
九
千
二
百
万
円
減
少
し
、

資
本
準
備
金
の
額
を
金
〇
円
に
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

減
少
す
る
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金
の
額
は
、
全
額
を

そ
の
他
資
本
剰
余
金
に
振
り
替
え
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、当
社
は
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

大
阪
市
北
区
豊
崎
三
丁
目
一
八
番
三

一
五
〇
二
号

有
限
会
社
柴
田
商
事

代
表
取
締
役

柴
田
有
里
子

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ
の
所
有

す
る
株
式
一
株
を
十
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り
株
式
の

割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。令

和
八
年
九
月
二
十
九
日

神
奈
川
県
大
和
市
中
央
二
丁
目
一
番
二
一
号

有
限
会
社
田
辺
薬
局

代
表
取
締
役

田
辺

豪





令和年月日 火曜日 第号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

埼
玉
県
川
越
市
清
水
町
一
七
番
地
一
一

沢
建
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

沢
田

通

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
三
番
二
号

遠
藤
電
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

遠
藤

久
介

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
株
券
を
発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
定
款
変
更
効
力
発
生
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効

と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

名
古
屋
市
中
川
区
上
脇
町
二
丁
目
四
五
番
地

株
式
会
社
ア
サ
ヒ
超
硬
工
具
製
作
所

代
表
取
締
役

瀧
田

克

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

神
戸
市
中
央
区
上
筒
井
通
三
丁
目
五
番
五
号

株
式
会
社
工
販

代
表
取
締
役

岩
崎

謙
一

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
鎌
田
博

樹
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。令

和
八
年
九
月
二
十
九
日

岩
手
県
盛
岡
市
東
中
野
字
日
陰
山
一
〇
七
番
地

コ
ム
キ
ャ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
ク

日
本
に
お
け
る
代
表
者

鎌
田

博
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告
、
吸
収
分
割
公
告

並
び
に
合
併
公
告

左
記
会
社
の
う
ち
甲
は
、
資
本
金
の
額
を
十
四
億
二
百

万
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
四
億
二
百
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
左
記
会
社
の
う
ち
甲
及
び
乙
は
吸
収
分
割
し
、

乙
は
甲
の
投
資
事
業
及
び
投
資
を
行
う
子
会
社
の
管
理
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
甲
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
左
記
会
社
の
う
ち
甲
及
び
丙
は
右
の
吸
収
分

割
の
効
力
が
生
ず
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
合
併
し
、
丙
は

甲
の
権
利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
甲
は
解
散
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
、
吸
収
分
割
並

び
に
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://d
ig
ita
l -h
o
ld
in
g
s.co
.jp
/

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

二
十
二
頁

（
丙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

二
十
二
頁

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
六
番

（
甲
）
株
式
会
社
デ
ジ
タ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

金
澤

大
輔

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
六
番

（
乙
）B

o
n
d
s
In
v
estm

en
t
G
ro
u
p 株
式
会
社

代
表
取
締
役

石
原

靖
士

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
六
番

（
丙
）
株
式
会
社
オ
プ
ト

代
表
取
締
役

金
澤

大
輔

吸
収
分
割
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
吸
収
分
割
契
約

書
記
載
の
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
乙
は
資
本
金
の
額
を
三
十
億
五
千
四
百
九
万
七

千
八
百
三
十
円
減
少
し
、
一
億
円
と
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
減
少
額
の
全
部
を
資
本
剰
余
金
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
に
対
し
異
議

の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
八
日

掲
載
頁

一
一
〇
頁
（
号
外
第
一
五
三
号
）

（
乙
）h

ttp
://w
w
w
.t -g
a
ia
.co
.jp
/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
番
一
号
パ
レ

ス
ビ
ル
五
階（

甲
）
株
式
会
社
Ｂ
Ｃ
Ｊ

８
２

１

代
表
取
締
役

知
識

賢
治

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
一
番
一
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
テ
ィ
ー
ガ
イ
ア

代
表
取
締
役

知
識

賢
治

新
規
信
託
分
割
の
公
告

積
水
ハ
ウ
ス
信
託
株
式
会
社
（
受
託
者
）
は
、
左
記
の

と
お
り
、
令
和
八
年
十
月
三
十
日
付
で
左
記
一
の
信
託
を

新
規
分
割
し
ま
す
の
で
、
公
告
し
ま
す
。

こ
の
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
従
前
の
信
託

信
託
の
当
事
者

委
託
者
兼
受
益
者

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
本
太
二
丁
目
一
六
番

一
二
号

石
塚

隆
二

受
託
者

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
一
番
一
号

積
水
ハ
ウ
ス
信
託
株
式
会
社

信
託
の
年
月
日

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

契
約
締
結
日
及
び
契
約
名
称

令
和
七
年
一
月
二
十
九
日
付
不
動
産
管
理
承
継
信
託

契
約
【
建
物
建
築
型
（
請
負
先
行
）】（
受
益
者
連
続
型
）

（
令
和
七
年
七
月
八
日
付
不
動
産
管
理
承
継
信
託
変
更

契
約
に
よ
る
変
更
を
含
む
。）

二
、
従
前
の
信
託
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
財
産
状
況
開
示

資
料
等

右
記
一
の
信
託
に
つ
い
て
の
、信
託
法
施
行
規
則（
平

成
十
九
年
法
務
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
七
条
第
二
号

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
左
記
連
絡

先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

三
、
分
割
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
の
従
前
の
信
託
及
び

新
た
な
信
託
の
信
託
財
産
責
任
負
担
債
務
の
履
行
の
見

込
みい

ず
れ
も
履
行
の
見
込
み
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
連
絡
先
に
ご
照
会
く

だ
さ
い
。

四
、
連
絡
先

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
一
番
一
号

積
水
ハ
ウ
ス
信
託
株
式
会
社

電
話
番
号

〇
三

五
三
五
二

八
三
〇
〇

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

受
託
者

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
一
番
一
号

積
水
ハ
ウ
ス
信
託
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
近

功
生





令和年月日 火曜日 第号官 報
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
一
番
一
号

東
新
宿
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
特
定
目
的
会
社

取
締
役

安
藤

康
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
千
五
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001083/a

8b
9/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
億
三
千
四
百
六
十

八
万
七
千
二
百
十
六
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001285/d

8k
9/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
２
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
九
億
五
千
二
百
八
十

九
万
二
千
四
百
三
十
二
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001286/u

9y
4/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
３
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
四
億
千
七
百
七
十
六

万
二
千
十
一
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001287/k

p
67/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
４
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
億
五
千
六
百
七
十

四
万
三
千
七
百
三
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001322/2n

8f/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
５
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
﨑

桂
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
千
五
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001352/x

87y
/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
７
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
﨑

桂
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
千
五
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001362/st64/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
８
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
﨑

桂
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
千
五
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001364/5x

2p
/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
９
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
﨑

桂
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
千
五
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001363/c4o

6/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
１
０
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
﨑

桂
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
千
五
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001407/2n

m
7/

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｎ
１
１
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
﨑

桂
子

訂
正
公
告

令
和
七
年
九
月
十
一
日
（
号
外
第
二
〇
五
号
）
掲
載
の

旅
行
業
者
営
業
保
証
金
取
戻
し
公
告
中
、

中「
埼
玉
県

知
事
登
録
旅
行
業
第
３

1300号

」

と
あ
る
は「

東
京
都

知
事
登
録
旅
行
業
第
３

8693号

」

、

中「
代
表
取
締

役
鄒
志
勤
」

と
あ
る
は「

清
算
人
任
安
」

の
誤
り
に

つ
き
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
、「

令
和
６
年
12月

26日
東

京
都
都
知
事
登
録
旅
行
業
第
３

8693号

」

は
削
除

い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
三
番
二
〇
号
銀
座

Ｔ
Ｈ
ビ
ル
九
Ｆ

太
和
国
際
観
光
株
式
会
社

清
算
人

任

安

訂
正
公
告

令
和
八
年
九
月
十
五
日
（
号
外
第
二
〇
五
号
）
掲
載
の

所
在
不
明
株
主
の
株
式
の
競
売
又
は
売
却
に
伴
う
異
議
申

述
の
公
告
中
、
株
式
会
社
植
田
鉄
工
所
の
住
所
「
大
阪
市

西
淀
川
区
御
幣
島
町
六
丁
目
一
三
番
八
九
号
」
と
あ
る
の

は
「
大
阪
市
西
淀
川
区
御
幣
島
六
丁
目
一
三
番
八
九
号
」

の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

大
阪
市
西
淀
川
区
御
幣
島
六
丁
目
一
三
番
八
九
号

株
式
会
社
植
田
鉄
工
所

代
表
取
締
役

植
田

昌
克

訂
正
公
告

令
和
八
年
九
月
十
七
日
（
号
外
第
二
〇
八
号
）
掲
載
の

合
併
公
告
及
び
貸
借
対
照
表
の
要
旨
（
枠
組
）
中
、
合
併

公
告
の
甲
の
住
所
「
大
阪
府
枚
方
市
西
招
堤
町
一
二
五
三

番
地
」
と
あ
る
は
「
大
阪
府
枚
方
市
西
招
提
町
一
二
五
三

番
地
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

大
阪
府
枚
方
市
西
招
提
町
一
二
五
三
番
地

（
甲
）
社
会
福
祉
法
人
美
郷
会

理
事
長

佐
藤
美
和
子

大
阪
府
枚
方
市
春
日
北
町
四
丁
目
二
一
番
一
号

（
乙
）

社
会
福
祉
法
人
永
芳
会

理
事
長

大
隈

篤
利


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